
手のこを使って木を伐採

美濃市古城山環境保全モデル林で
「親子で木の伐採体験 in ふれあいの森」が開催されました

伐った木は運んで集積

暗かった林が明るくなりました

　開会式の後、スタッフがチェンソーを使って大きな木を伐採するところを見学しました。狙ったところへ安全に倒
すように、みんなでロープで引っ張って倒しました。

細い木がたくさん生えて暗い林

　令和２年１０月１８日（日）に、美濃市吉川町にある古城山環境保全モデル林（ふれあいの森）で、古城山環境
保全モデル林連絡協議会主催による「親子で木の伐採体験 in ふれあいの森」が開催され、３名（うち子供２名）
が参加されました。

管理棟前で開会式

　昼食はシェフが作った野菜もたっぷりの鯖サンドとあったかい野菜スープをおいしくいただきました。
　次回は、この林に実のなる木を参加者で植栽します。

　この日は、人の手が入らず細い木がたくさん生えて暗くなった林を、太く真直ぐな木の林にするため、手のこを
使って伐採しました。小さな子供は親に手伝ってもらって、のこぎりを挽いていました。みんなの力で暗かった林
が明るくなりました。

　「細い木がたくさん生えて暗かった林が、明るくなった」、「のこぎり引きや伐った木を集積のために運んだりし
て、大変だった。疲れた」等の感想をいただきました。

昼食（鯖サンドと野菜スープ）


